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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文、『第二次大戦中の中国における日本軍接収図書の研究』は、全体が 3 部から構成されてい
る。冒頭の「序章」では、先行研究の批判的検証をおこなっている。研究分野の進展を 4 期に区分
し、「回顧の時代：1960-70 年代」、「反省の時代：1980 年代」、「二次史料による研究の時代：1990
年代」、「一次史料による研究の時代」としており、論述は丁寧で実証的手法が抑制された姿勢で進め
られる。 
続く「第１部 各占領地の日本軍接収図書」では、前半を日中戦争下の華北占領地、華中占領地、
戦局区の進展に伴う漢口、広東、北部仏印と時間軸に沿って、接収の目的、接収機関、被接収資料、
接収後の措置等をあたう限り一次史料に基づき明らかにしていく。後半は、太平洋戦争下の上海租界、
香港が対象である。一次史料に依拠し、史料の隙間に二次史料を援用する研究アプローチは同様であ
り、手硬いものがある。 
最後の「第２部 略奪図書の返還」では、前半は東京帝国大学附属図書館の略奪図書、帝国図書館
の略奪図書、京都帝国大学附属図書館の略奪図書のそれぞれについて、略奪図書の搬入までの経緯、
全体像、各機関での取り扱い、GHQ/SCAP の指令を始めとして返還の道程を史実に基づき検証して
いる。後半前部では、「『中華民国よりの略奪文化財総目録』に対する日本政府の主張」の章を立て、
中華民国よりの返還請求に対する当時の日本政府の対応内容をつぶさに批判的に考察している。論証
はあくまで史料に基づいて進められ、論筆は抑制されている。後半後部は「終章」を立て、全体のま
とめと今後の課題を筆者自らで総括している。なお、全体を通じて各章末の「まとめ」は本論文の全
体の論述内容を簡潔に圧縮しており、このテーマに対する知識整理に貴重である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は，第二次大戦中の中国における日本軍接収図書を対象とした研究である。研究手法は、一
次史料に依拠し、史料の隙間に二次史料を援用する研究アプローチは同様であり、手硬いものがある。 
冒頭の「序章」では、先行研究の批判的検証を行い、先行研究を「回顧の時代：1960-70 年代」、
「反省の時代：1980 年代」、「二次史料による研究の時代：1990 年代」と時代区分をし、これらに対
する批判的検証の上に、自らの研究手法を「一次史料による研究の時代」と位置付けている。考察で
は、実証的手法が抑制された姿勢で進められている。 
「序論」で示した「一次史料による研究」の具体的な展開である本論部分は、大きく 2 部で構成
されている。 
「第１部 各占領地の日本軍接収図書」では、前半を日中戦争下の華北占領地、華中占領地、戦局
の進展に伴う漢口、広東、北部仏印と時間軸に沿って、接収目的、接収機関、被接収資料、接収後の
措置等を一次史料に依拠し解明している。 
「第２部 略奪図書の返還」の前半は、東京帝国大学附属図書館の略奪図書、帝国図書館の略奪図
書、京都帝国大学附属図書館の略奪図書のそれぞれについて、略奪図書の搬入までの経緯、全体像、
各機関での取り扱い、GHQ/SCAP の指令を始めとして返還の道程を史実に基づき検証している。 
「第２部 略奪図書の返還」の後半前部では、「『中華民国よりの略奪文化財総目録』に対する日本
政府の主張」の章を立て、中華民国よりの返還請求に対する当時の日本政府の対応内容をつぶさに検
証している。考察は史料に基づき、知的抑制をもって進めている。後半後部は「終章」を立て、全体
のまとめと今後の課題を筆者自らで総括している。本論で未見の中華人民共和国で存在するであろう
膨大な一次史料群の発掘、読み解きが課題である。ただし、こうした一次史料の書誌などが存在しな
い現状においては、長い道程と幾多の困難が予測される。 
戦前の大日本帝国の対外行為の歴史史実にはまだまだ深い「歴史の空白」が横たわっている。本論
文で考察されたような史実に基づく検証の積み重ねこそが持続して求められる研究であろう。 
 
 以上のように，本論文は研究目的に対応した研究方法の的確さ，考察・論述の論理性の水準の高さ，
求められる緻密性の保持，考察結果の独創性等において特に優れた論文と評価することができ，その
優れた研究成果は，今後当該主題について研究進めていく上で，寄与すること大である。よって，本
論文の著者は博士(創造都市)の学位を受ける資格を有するものと認める。 
